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２７ 臨床に役立つ雑誌

形成外科の雑誌の読み方

Ｉ。はじめに

本邦での形成外科の歴史は40年余りで、まだ

真の意味での臨床領域の地位を確保したとは言

えない。医療関係者においても依然不案内や知

識不足は否めず、各病院における有能な形成外

科医の配瞳と図書室における必要十分な形成外

科関係の教科書、雑誌の所蔵が望まれる。２００１

年出版指標年報')によると、2000年度の医歯薬

学関係雑誌の発行部数は1,345万冊におよび、

2000年９月現在での医学中央雑誌収載誌数は

2,277誌である。この中での形成外科関係誌は

極めて少なく、関連学会雑誌を含めても２％に

も満たない。

形成外科とは、対象を体表を中心とする全身

とし、先天異常、外傷、腫傷などによる形態の

変化・損傷・欠損の機能的、整容的再建を外科

的に行うもので、社会に個人を適応させること

を目的とする。対象疾患は多岐にわたり、診療

各科との境界領域も多く、外科系各科との共同

手術も行われている（表１は国内の関連学会・

研究会の一覧である)。本稿では、臨床医の立

場で、投稿し、読んできた雑誌のいくらかを紹

介する。

Ⅱ．投稿する雑誌

初めての論文が活字となった時の感動は、初

執刀の手術のように、誰しも忘れない。臨床活

動の合間に参考文献を読みあさり、指導医の校

閲、編集委員会での査読、訂正を経ての掲載決
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表１．形成外科関連学会・研究会（国内）

日本形成外科学会

｢１本形成外科学会地方会

日本熱傷学会

日本熱傷学会地方会

日本頭蓋顎顔而外科学会

F1本口蓋製学会

日本救急医学会

日本マイクロサージヤリー学会

日本手の外科学会

日本先天災常学会

｢１本美容外科学会

日本災害医学会

日本頭頚部腫蕩学会

日本外科系連合学会

日本頭蓋底外科学会

創傷治癒研究会

円本撫創学会

１１本コンピューター支援外科学会

形成外科内視鏡手術研究会

I:1本バイオマテリアル学会

I:1本乳描学会

11本小児神経外科学会

11本レーザー医学会

推眼床手術研究会

ｎ本クリティカルパス学会

11本外傷学会

防衛衛生学会

日本臨床皮卿外科学会

F1本皮間悪性腫癌学会

日本顎変形症学会など

定通知は生みの苦しみを一気に解消してくれ

る。外科医にとって手術に熟練することは最も

必要なことであるが、経験した手術手技やそれ

から得た新知見を発表するのも各人のステップ

アップの証しとして、また専門的情報源として

重要となる。

一般に国内医学雑誌の種類は学会誌､商業誌、

紀要などの地方誌に大別され、内容は総説、症

例報告、手術法、臨床統計、実験、アイデア、

留学記などがある。投稿論文のすべてが掲載さ

れるわけではなく、多くの読者を持つ、高水準

の雑誌ほど受理されにくく、論文にふさわしい

雑誌を選択すべきである。多重投稿は問題外で

あるが、学会発表後などに、雑誌編集部から既

に掲載済みの論文に対して原稿依頼をもらうこ

とがある。日本では著作権は欧米ほど厳格では

ないが、この場合、一度発表した症例写真や

データ・表などは原則的に出版元の許可なしに
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Iま使えないので注意を要する。特にいったんあ

るテーマで邦文論文を書いたら、これを英文で

書き直すことはまず不可能と考えるべきであ

る。

医学論文には一定の様式があり、表現､用語、

データ、統計処理などの事項に留意し、明解な

論旨で記述したい。情報を与えるキーワードの

選択も重要である｡特に形成外科臨床論文では、

インパクトのあるきれいな写真がものをいう。

写真の不揃い、組み写真の不統一、トリミング

の不備、ピンぼけなどは避けるべきである。患

者のプライバシー保護も配慮すべきで、人を対

象とする臨床実験の場合はその方法が合法的で

あること－ヘルシンキ宣言（1975）の倫理規定

に沿うか－も明記すべきである。英文論文では

着想と結果、priorityがより重要で、情熱を

もって独創的に記述すべきで、はじめから英文

で書くとよい。形成外科の術式などはユニーク

に命名するのもアピールになる。書いていて煮

詰まってきたら、数日間放置して読み返すと自

分の文章が客観的に読める。

Ⅲ、形成外科関係の雑誌

医療のコンピュータ化が進み、外科一般は手

術自体が非侵襲的、ロボット化、縮小傾向にあ

るなか、再建外科は逆行するかのように、他人

の手の移植や、拡大的切除を可能にするマイク

ロサージャリーなどが行われ、広範囲熱傷には

超早期に積極的にallograftを行うのが当然の

時代になった。頭蓋顔面外科では胎児手術が臨

床応用されたほか、骨を引っ張り飴のように延

ばす化骨延長法が一般病院でも行われるように

なってきた。最近ではtissueengineeringによ

る臓器再建の臨床が始まっている。形成外科臨

床は多方面で変化しており、常に新しい情報の

入手が必要である。

１．国内の雑誌

日本形成外科学会の発足は1958年であるが、

同時に機関誌として発刊された「形成外科」は

31巻目より月刊化されており、1981年の「日本
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形成外科学会誌」の発刊以降も、一般誌として

広く読まれている（唯一の商業誌)。学会誌が

学会関係の広報、地方会などの会議録掲載や博

士論文の発表の場であるのに対し、雑誌「形成

外科」はより臨床論文が多く、学会でのシンポ

ジウムなどが特集として取り上げられている。

また、関連外国文献抄訳を一年遅れで付してい

る。年２回程、形成外科的基本手技や美容外科

などの増刊号を発行しており、形成外科医以外

にも読まれている。こうした特集号は関連外科

系商業誌にも｢○○医に必要な形成外科の知識」

などというテーマでときどきみられ､再建外科、

形成外科の啓蒙、最近のトピックなどが紹介さ

れている。専門外や研修医などには読みやす

い。

「日本頭蓋顎顔面外科学会誌」は1983年に日

本顎顔面外科学会として創立され、翌年より

｢日本顎顔面外科学会誌」として年１回発刊され

ていたが、２年後の日本頭蓋顎顔面外科学会へ

の改称に伴って同名に改変された。投稿論文の

増加により昨年から年３号となっている。内容

は欧米の頭蓋顎顔面外科学会と異なり、頭蓋顎

顔面硬組織のみにこだわらず、耳や鼻の再建、

唇裂や顔面の皮膚腫傷なども論じられている。

投稿論文のほとんどは形成外科からのものであ

る。

「日本マイクロサージャリー学会会誌」は

1974年からの同名の研究会に変わって、1987年

の日本マイクロサージャリー学会の発足に伴い

発刊された。当時は年２回の発行が現在では年４

号となっており、遊離組織移植、血管吻合、

筋・筋膜皮弁、四肢再建などに関する論文を掲

載している。「日本手の外科学会誌」と同様、

整形外科と形成外科が参加している。

「熱傷」は25年の歴史を持つ日本熱傷学会の

機関誌であり、1976年創刊である。形成外科、

救急診療科からの論文に加えて、看護部などパ

ラメディカルからの報告も載る。「日本口蓋裂

学会誌｣は1976年発足の同名学会機関誌であり、

学会抄録号を入れて年５冊発刊される。形成外



科、歯科口腔外科、矯正歯科、言語療法などか

らの投稿がある｡欧米の同様の学会誌と比して、

唇裂手術に関する論文が少ない。

「CongenitalAnomalies」は日本先天異常学

会（1961年発足）の機関誌で、すべて英文論文

からなる｡形成外科以外に解剖学の論文が多い。

｢SkinCancer」は日本皮膚悪性腫傷学会（1986

年発足）の会誌で、皮膚外科からの投稿がほと

んどであり、形成外科医にはプラクティカルな

雑誌である。

２．海外の雑誌

最も権威あるとされる「PlasticandRecon‐

structiveSurgery」（PRS）は、昨年創立70周

年を迎えた米国形成外科学会の機関誌であり、

年間２巻、各７冊発行される。世界中からの多

くの投稿があり、半数以上は受理されず、掲載

までに１年弱を要する。編集は500名近い専門

分野からの審査員によって行われ、Discussion

ではポイントをついた批評なども興味深い。多

くの歴史的文献を生んでおり、最近はaesthe‐

ticsulgeryの論文の割合が増えている。

同様に形成外科全般について、「Annalsof

PlasticSurgery」（1962)、「BritishJoumalof

PlasticSurgery」（1948)、「EuropeanJoumal

ofPlasticSurgery」（1978）などが知られるが、

それぞれに臨床症例・手術手技・実験などの特

色、割合に差がある。

「ScandinavianJoumalofPlasticandRecon‐

structiveSurgeryandHandSurgery」（1967）

は、約10年前から日本形成外科学会のofficial

joumalとなっている。これらはＰＲＳに比べ、

発行部数が年間４～６冊と少ない。マイクロ

サージャリー関係の雑誌は、「Microsurgery」

(1980)、「JournalofReconstructiveMicro‐

surgery」（1985）などがあり、頭蓋顔面外科関

係では「CleftPalate-CraniofacialJoumal」

(1964)、「JournalofCraniofacialSurgery」

(1990）など、熱傷は、国際熱傷学会機関誌の

｢Burns」（1975）がある。「SkullBaseSurgery」

(1991）は国際頭蓋底学会をはじめ欧州、北米
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および日本頭蓋底外科学会のofficialjoumalで

もある。英文誌では珍しく脳外科、耳鼻科、形

成外科からの論文が混じる。

これらの雑誌と違って、総論的でより教育的

なものとして、「SelectedReadingsofPlastic

Surgery（SRPS)」（SelectedReadingsofPlas‐

ticSurgery,Inc.)、「ClinicsinPlasticSurgery」

(Ｗ・BSAUNDERS）、「YearBookofPlastic，

ReconstructiveandAestheticSurgery」

(Mosby-YearBook）を挙げる。前２者は形成

外科の各領域別の論文集であり、“SRPS，，が、

トピック別のオーバービューを付加した歴史的

および重要論文選集であるのに対し、“Clinics”

は、専門領域別の著者による最新総説論文集で

あり、いずれも３～５年で一巡する。レジデン

トにはぜひ推薦したい。“YearBook”は形成

外科の注目すべき論文をｌ～２年遅れでまとめ

たものであるが、絶対論文数がやや少ない。

３．Impactfactor(文献引用影響率）について

医師各人の論文業績評価のために、一般的に

掲載雑誌の客観的な評価法としてScienceCi‐

tationlnstitute（SCI）が発表する指標、ｉｍ‐

pactfactorが用いられている。ある雑誌が過

去２年間に掲載した論文の総被引用回数を、過

去２年間の総論文数で除したもので、その雑誌

の「平均的論文」の引用頻度をはかるものであ

る（表２)。

Ⅳ、雑誌の読み方

雑誌の読み方には読むべきテーマを検索する

場合と、新着雑誌の内容をチェックする場合が

あり、研修医と専門医の立場でも異なる。文献

検索もインターネットなど情報網の発達した現

在では、知りたい情報は直ちに入手できるよう

になった。前述の英文誌の中にはホームページ

から検索が自由にできるものも多く、オンライ

ンジャーナルに加入するとデータベース化した

要旨を机上でダウンロードできる雑誌もある。

一方、最新の知識の補充には、各種新着誌の

チェックが必要で、臨床活動の合間に図書館に
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(米国ISI社1999年JoumalCitationReports(Copyright2000)による医薬系雑濫ImpactFactor情報より）
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Ｖ･おわりに

インターネット全盛時代の今、情報の流通は
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通い、必要な論文等は抄読会用やファイリング

のためにコピーをとっておくべきである。専門

医となれば、新しい手術法の検討、より専門的

な知識の補充、教育などの目的で、研修医は手

術手技の確認、基礎知識の拡充などの目的で新

着雑誌の書架の前に立つ。論文の氾濫した時代

にあっては、数少ないかもしれない良い論文を

新着雑誌の中から見つけるとほっとする。そし

て、今はほとんど無くなったが、図書館のひん

やりとした書庫で、MEDLINE検索のメモ香

きを手に、黄色いページをさがしながら、脱線

して古い論文をあちこち読みふけってしまい半

日を演すことも楽しいものだ。

即時化され、手に入れたい情報は取捨選択に困

るほど溢れかえっている。原著論文としての質

は雑誌が多くなるほど疑わしいかもしれない。

恩師である故田嶋定夫教授に、「外科医として

１０年に一度大きな仕事をしなさい」と励まされ

たことがあった。確かに彼は10年ごとに世界的

に有名な手術術式を開発、報告されていた。最

近のなんでもかんでも学会発表、論文、という

風潮や､活字の盲目的信用は避けるべきである。

論文を書くなら、他人と違うアイデアや考察を

持っていたいし、同好の士に引用、ファイルし

てもらうような報告を残したい。
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